



















































































































































底し､さらにこれに自然要因を加えて､ (政治文化) - (社会経済) - (環境･資源利用)の関係性を実証的
に分析しようという新しし甥E戦的な試みである｡
その意味で､この論文の斬新さは､ ①政治社会学の分野に計量的な手法を取り入れたこと｡ ②分析の変
数に水､土地という従来の政治学､経済学でE扱われなかったファクターを取り入れたこと｡ ③これまでの
分析対象が県レベルまでのマクロ分析であったのに対し郡､農相レベルまで分析を掘り下げたこと､にある.
分析の理論としては､クライエンテリズム論とクリ-ヴィッジ論を中心に据え､統計データ､政策資料､
村落標本調査データ､法令､その他各種報告書類を利用し､これらを計量的手法で解析した｡
その結果､以下のような新しい知見が証明された｡ ①環境･資源利用が社会経済的構成や投票行動と密接
な関係にあり､開発のあり方が政治文化に大きな影響を与えていることが明らかにされた｡ ②南東アナトリ
アの特殊な投票行動の原因に関する従来の対立する意見を超えて､農本情βでは一次的で垂直的な社会関係が
支配的であり､そのような関係の影響が少ない都会でのみ､エスニシティの違いという水平的な帰属意識が
影響していることが明らかにされた｡ ③環境･資源利用､社会経済的構成､政治意識の関係性という枠組み
で､上記の(丑､ ②を計量的に実証できた｡
以上､政治文化を自然環境や社会経済的構成と相互に関連させて考察した研究としては独創的であり､現
代トルコの研究では殆んど未踏の分野に封臓した意欲的な研究である.さらにその実証の方法や論理的展開
など一定の水準に達した論文であり､自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
とを示している｡
よって,本論文は博潮の学位論文として合格と認めるo
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